
ズワイガニ漁
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橋発調査

担当者場長馬場勝彦

技師宮永武治

宮 本県日本海におけるズワイガニ漁場を開発し.10_30トジ釈漁船の合理的操業計阿の中に，
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ズカイガニ漁業を組み入れることにより，沿岸漁業者の経常安定に資するも小で立えあ。

E 調寮内容

(1) 謂杏期間

昭和 43年 8月14日~問 43年 12月 20日

(2) 調安海域

青森県日本海沖合海域

(3) 調査項日

1. ズワイガニ分布状祝

2 漁獲組成

3. 投緒方向と漁獲量の関連

4. 海底地形と漁獲量との関連

5. 漁場水深と分布状況

6. 漁場価値

7. 経営面からみたズワイガニ漁業

(4) 調査方法

ズワイガニ漁場開発計画図にもとづき.試験船幸洋丸( 1 2 1トン. 400 馬力)により.

カニ籍 2放し( 1放 30ケ)を使用して，鋳は小サパを使用し，魚探により漁場選定後役儀し，

水深200-500mにおけるズカイガニを対象として試験をおとなった。

E 調査結果

1. ズワイガニ分布状況

今回は北海道小島から久六島周辺に至る調奇計画の 15 %程度の漁場についてみたのである

が，ズワイガニは本県日本海全域に分布JL;ており，特に前記小島および久六島周辺に介布密度が

高いようである。

2. 漁獲紹戒

能に入る漁獲物は，ズワイガニ，ペニズワイガニw 毛ガニ，ツブ，タコであるが，カニにつ

いては，ズワイガニ 78. 9係，ペニズワイガニ 21. 1 %で，ズワイガニのうち雄は 90 7 %. 

出空宇.3%の割合であった。叉ベニズワイガニは 10 0 %が雄であった。

ズワイガニの構成ば，大(申巾 12C7!l以上 )22.3%中(8-12C11t.未満)39. 2偽小(8 

C1ll未満)3 8.5 %で，中が最も多かったG
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ツプは久六島周辺に大型が，小島周辺には小型が分布していた白

5 投鰭方向と，漁獲量との関連

投籍の方向は潮流方向を横断しておとなう方が，潮流方向に投書草するより漁獲状配がよいこ

とは.24回投籍のうち約 5日係の例外を除いて明かに立証された。

4. 海底地形と漁獲量との関連

魚提言識による海底地形と，漁獲量との関連を分析すると. 1放し当り漁護尾数はゆるやか

な起伏の海底では 172尾，平担な海底では 108.6忌起伏の激しい海寝では 108. 3尾と

なっており投書草するための漁場選定としてはゆるやかな起伏のある海底が望ましい。

5. 漁場水深と分布状況

水深別にズワイガニの分布密度をみてみると，大ガニは 33 0_  3 9 0 mのところι最も斉

く. 2 2 0-3 20m. 4 0 0_  5 10mのところは低い。

中ガニは 220-330mのところに高く.34日-.510mの範囲が低くたっている。文小

ガニは.230-350mのととろに高<. 3 7 0-5 10mの範囲に低い。

離は 300_400mの間が高く .420_510mの範囲に低い。

ベニズワイガニは水深23 C_  5 0 0 mに分布しているが. 4 5 0_  5 0 0日間が高く， 230 

- 44 0血間治討民くなっている。

これから推測すると，ズワイガニの雄について大型は 330-390mの海域に多し般の分

布が高い 3DO_400m海域とほぼ棲息を!司じくしている e また小型は 23 0-... 3 5 己mの

海域に多く，中型の 22 0_  3 30m海域とほぼ援息を同じくしているe つまり，これらのこ

とからズワイガニの産卵は大型および，姥の分布度の高い 30 0_  4 0 0 m海域でおこなわれ，

稚ガニはこれより浅海に移動して成長し.200-3己 om海践で小型，中型となっていくの

か，もしくは，産卵は 20 0_  3 5 0 m梅域でたとなわれ，産卵も長官ガニは 300-400m

海域に移動するのれの 2点が考えちれるが. ;$:!!i1地先に:tけるとれらのととは今後の生態調

査により解明することとしたい。
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6. 漁場価値

漁場における単位漁獲量および、治体別魚、獲量から判断すると. 1放し当り;漁獲量では，小島

周辺，久六島周辺，深浦周辺の煩で漁場としての価値が認められる抗魚体別では 1放当りの

大ガニの数では，深浦，久六島周辺，小島周辺のJI員となっており，中ガニでは，小島局迅深

鴻，久六周辺のJ煩となっている。結論として深協久六周辺海域と小島周辺が企業的価値のあ

る漁場と云えよう。

文有効投箆 1放当りおよび 1籍当り漁獲量からみても同様の結果がでている。

一放当り漁獲尾数

有効投書室単位当り漁獲量

区分
漁場

1 放当 り 1 害匡 当 ー〕 R畏 位

久

深

大

鯵

十

尾 尾
-ノL、-島 周 辺 1 50 5. 1 5 

浦 沖 13-ヨ 19 1 6，4 

戸 瀬 沖 日 。
ケ 沢 沖 2 0 0.7 5 

一 沖 49 1.6 4 

泊 iキ 。 口

島 周 辺 158 5.3 2 

月万IJにみると，深浦，久六島周辺における 8月の 1政当り注獲号は. 7 5. 5島大中だけでは

4 9.5尾であるカ主 9月には 1放当り 14 3. 7尾，大中のみで 11 7.7尾となり. 1 2月にほ

みるべきものがないのに対し. 1 2月の小島周辺海域でほ. 1放平均 15 3. 2定，大中だけで

8 3. 6尾という高い数値を示し，時期の遅れに従い，漁場は北備する傾向がうかがわれる。
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漁場別ス・ワイガニ(雄)単位当り漁獲尾数

三三二五日JJ2大，中 (Td王亙二竺一一

;1l11l 
t 守月

1 2月

己主千二三日1J1一B
7. 経常面からみたズワイガニ漁業

今回の調資に使用した漁具勢( 2放し分，箆60ケ)は，ロープ，硝子五銭カニ寄1'[.餌

街共 59 1， 0 0 0円で，ズワイ:ガニの価格ば大ガニ 30 0円中ガニ 26日-...2 0 0円，小ガ

ニ 180_150円，ベニズワイガニ i0 0-8 4 円(何れもK:t~きり)で，富山，右 111方煎の

Kg当り 15 0 0 _ 1. 0 0 0 (均当り)に上とべれば問郊外であるが， とれらの実績にもとづいて，

2 0トン(デイーぞJV1 2 0馬力)の漁船でJ 8， 9， 1 2J.jC) 3ケ庁間ス'ワイガニ漁業を常

んだ場合を想定すると次のようにたる。

ただし試験の場合は 2放しであったが，今回は 5放しとして考えた。ヌ操業日数は 8月. 2日

日間. 9月は 15日間. 1 2月は 10日間計 45日とした。
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スワイガニ漁業に要する経費(3放分)

算定

@ 1 5円XO. 2 Q X 1 0 h X 1 2 0 lPX 2 0臼=72.000

礎基

(操業日数 20臼)8耳

8 7 O. 0 0口+3年 ( 3年で償却)

@ 3 Q円X 45 Kgx 2 0 8 

@4日‘ 000円X 7人

記録紙その他

木炭@6 0 0円×豆 =3.000円

亙貸金13L121t生工一三日二旦ヱoP:l一一一一一一一一一

3 9 7. 3 0 0円(操業日数 15日)月9 

3 7 2‘5 0 0円1 0日)~ 1 2且

?月 39 7.3口口円(漁

1， 4 O 1， 8 0 0丹

すなわち操業日数に応じて経告を算出すると，

呉費を除く)1 2月 37 2. 5日日円(決契:費を除く 1Z十1.4 8 1. 8 0 0月となるc

漁獲量については試験時の久六島深浦海域および小島理辺海域における，それぞれの操業

8月712.000円，

計A L.l 

又，

ベニズワイガ小ガニ O.6 Kg， 月の 1放当平均炉、笹尾数を基準とし，大中ガニを 1尾平均 1Kg， 

5 ケ足師)~く揚高はニO.5Ks-として，鯵ケ沢における最高価格をもとにして算出すると，

漁業所得は 2.22品.608円で，3.7 0 8‘4 0 8円となり前記5ヶ月分の予想、経費を差引くと，

漁船智3減価償却をみても充分採算がとれる計算になる。

月JjIJカニ予想金額

苦ト

@ 2 7 6円ズワイガニ大中ガニ平均重量 1Kjj' 在

@ 1 8 0円

@ 1 0日円
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月別漁場}5ij1放平均漁獲澄

下一一~麗__1111i ズ

--~------ぞ 3i[大;「

久六島局辺 I 4 

島周辺ハ 1 1 

島周辺1j 8 

W 考察

4 3年度の調資は. 8月 1 4白から， 12月20日支で，廷:21日.延操業回数は 36回に過

ぎなかったカL一応本県日本海沖におけるス・ワイガニの倭息分布状況ならびに企業的採算性の域

諸を得たことは臼木海漁場開発に一つの足跡を残したものと云えよう。

今後も引続き， きめの細かい漁場開発と，経常合理化のための研究をおとなわたければならない

が，残された課題のうち，早急に解決しなければならない問題，長としては流通の間最である。現

在大ガニがK9当30日円であるが，これを他県並みとまではいかな〈とも，少しでもこれに近付

けることによって漁業者の所得は向上し，経営合理化のテンポは早められるとととなろう。

そのためには，試験船だけの開発では時間がかかり過ぎるため，民間漁船との共同調蒼により，

きめの細かい資料と，巾広い漁場開発の成果を打出す必要がある。
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